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MOST (Mutual Online System for Teaching & Leaming)は、本センターが2009年1月に提供を開始
したオンラインFD支援システムで、大学の教職員、大学院生を対象とした招待制のサイ トである(図
1) (例えば、酒井 (2011)L 2011年l月20日現在、登録者数392名、スナップショット数1，141件、コ
ミュニティ数75件となっている。本節では、MOSTの取り組みやシステム改良の内容を中心に報告
をおこなう。
M⑥ST ユーザ 10 仁二二コ パスワード・ 仁二二コG亙ヨKEEP Toolkit、
国 [ ，:!.f.j …… - …用対ラム !。…山昨 1..ユーザー問 | 旦里
MOSTは、大学教員の相互研修の場を
コンセプトとする招待制のコミュニティサイトで90
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ケ トー とピアレビューコメン トの分析を通して一、 京都大学高等教育研究、第 17号，109-121.
• Hiroyuki Sakai (2011.10) Mutual Faculty Development Through Technology: The development ofMOST 
and its future directions. Building networks in higher education: Towards the fu加reof faculty deve1opment， 
Center for the Promotion of Excellence in Higher Education & Matsushita， K. (EdsよTokyo:Mar回 m
Planet， Chap. 6，105-122. ( ~大学教育のネッ ト ワークを創る』英語版)
学会発表
・酒井博之・大山牧子・田口真奈 2012.3 コースポ トーフォ リオによるカ リキュラム改善の試み、
第 18回大学教育研究フォーラム、京都大学
Sakai， H. 2011.10 Building a technology-enabled course portfolio program across institutions， the 2011 
Intemational Society for the Scholarship ofTeaching and Leaming Conference (poster Session) 
(Milwaukee， U.S.A.， Oct. 20-23， 2011) 









































































































































の場としている。本年度のフォーラムでは、 77件の応募があった。 2009年度の申し込みが 67
件、 2010年度の申し込みが 72件であったから、申し込みは漸次増加傾向にあると言える。
3. 付録資料




























8 : 15'" 1 : 00・H ・H ・..…...・H ・..…...・H ・.. [1号館・共1061
12:30"'13:00…[百周年時計台記念館・ 1F百周年記念ホール]
個人研究発表(1) 9: 00"'10: 45・H ・H ・.....・ H ・..…...・ H ・..…・ [1号館/総合館]
~ 
Jι 付
9: 00-9: 20 個人発表①
9: 20-9: 40 個人発表② *1人あたりの時間20分
9: 40-10 : 00 個人発表③ (発表時間15分+質疑応答3分+2分交代)
10: 00-10 : 20 個人発表④
10: 20-10 : 45 全体討論
小講演(1) 11: 00'" 12 : 00・H ・H ・..…...・H ・..…...・H ・..…...・H ・.[1号館]
基調講演/パネルディスカッション
13:00"'17:00…[百周年時計台記念館・ 1F百周年記念ホール]
開会の挨拶 13 : 00-13 : 10 松本 紘(京都大学総長)
基調講演 13: 10-14: 10 
「相互研修型FDの総括」
田中 毎実(京都大学高等教育研究開発推進センター教授/センター長)
J¥ネJレテゃイスカッション 14: 25-17 : 00 
パネリスト 1 山田 剛史(愛媛大学教育・学生支援機構教育企画室准教授)
パネリスト 2 高橋哲也(大阪府立大学高等教育推進機構教授/機構長・副学長)
パネリスト 3 夏目 達也(名古屋大学高等教育研究センター教授)
パネリスト 4 飯吉 透(マサチューセッツ工科大学教育イノベーション・テクノロジ一局
シニアストラテジスト)
パネリスト 5 樋口 聴(文部科学省高等教育局大学振興課大学改革推進室長)









Jι イサ 8 : 30'" 13 : 30・H ・H ・..…...・H ・..…...・H ・. [1号館・共106]
個人研究発表(2) 9 : 00'" 1 0 : 45…...・H ・..…...・H ・...・H ・..[1号館/総合館]
9: 00-9: 20 個人発表①
9: 20-9: 40 個人発表② *1人あたりの時間20分
9: 40-10 : 00 個人発表③ (発表時間15分+質疑応答3分+2分交代)
10: 00-10 : 20 個人発表④
10: 20-10 : 45 全体討論
小講演(2) 11: 00'" 12 : 00・H ・H ・..…...・H ・..…...・H ・..…...・H ・.[1号館]

































































































































































基調講演/パネルディスカッション 13 : 00'" 17 : 00 
.0. 
宜主 場 百周年時計台記念館・ 1F百周年記念ホール
開会の挨拶 13 : 00'"" 13 : 10 
松本紘(京都大学総長)


















パネリスト 1: 山田 剛史(愛媛大学教育・ 学生支援機構教育企画窒准教授)
パネリスト 2: 高橋 哲也(大阪府立大学高等教育研究機構長/副学長)
パネリスト 3: 夏目 達也(名古屋大学高等教育研究センター教授)
パネリスト 4: 飯吉 透(マサチューセッツ工科大学教育イノベーション ・テクノロジ一局
シニアストラテジスト)







































































































































小講演(2) 11: 00"" 12 : 00 
大学にとって「教育」とは何か一日米比較の観点からー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ [会場 ・1号館・共312]
松浦 良充(慶腰、義塾大学文学部教授)
[司会]田中 毎実(京都大学高等教育研究開発推進センター教授)












ラウンドテーブル企画 1 3 : 30'" 1 6 : 00












































































学生・職員と創る大学教育…...・ H ・...・ H ・..…...・ H ・..…...・ H ・..……[会場:総合館・共北28]

































































メ jレアドレス このメーjレアドレスを『あさ力fお (ASAGAO)ML~ に
登録することを
希望する 希望しない 登録済み (0をつけてください)

































@広報センヲー Infomation Center 
通
回 食堂 Cafe刷 a. 
圃回生協閥、競






市バス 203系統 「銀閣寺道・錦林車庫』行 r百万遍J 下車
市バス 201系統「百万遍・祇園」行「京大正門前」下車
京阪・出町柳駅より
市バス 201系統「祇園・みぷJ 行「京大正門前J 下車
又は、東へ徒歩約 20分
阪急・河原町駅、京阪・祇園四条駅より




























































































































会場 京都大学百周年時計台記念館 1階・大ホー ル、2階・国際交流ホール





































































































平成23年 9月 13日(火)、 FDネットワーク代表者会議 (JFDN)の第4回会議が、同場所

















東日本地区大学問 FDネッ トワーク ・つばさ
小田 隆治 (山形大学高等教育研究企画センター教授)
障害者高等教育拠点
石原 保志 (筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター センター長/教授)
看護学教育研究共同利用拠点














































































































2011年 9月 13日(火) 11 :00"-' 17 :00、京都大学芝蘭会館別館(国際交流会館)2階研修室 l
において、プログラムに示されたように、全国から 15のFDネットワーク、教育関係共同利用

































ることが考えられる。その基盤は、例えば、京大のセンターで開発している MOST(Mutual Online 







































































































(大学院生向け TeachingJ Writing) 
4.tOII峰ム畠畠..，.
llIII 
._・叩削 悼.. 玄...句司，.1_ 




ロ 日11年 3月19日 『大学生の尭遺障害由理解と対応J [旭川大学】
白 羽 11年 3月四日 FD講演会「学習評価とGPAについてJ [北見工業大学】
ロ 日11年 3月 9日 FD講演会 [室蘭工業大学】
ロ 2811年 3月 4日 北海道情報大学教育GP成果報告フォ ラム 【北海道情報大学】
ロ 日11年 2月21日 平成22年度第3回札幌医科大学 FD教育セミナー 【札幌医科大学]
ロ 国11年 2月25日 北星学園大学 FD研修会 【北星学園大学】
ロ 四四年12月 9日 室蘭工業大学大学改革セミナ 四日 [室蘭工華大学]
ロ 2818年12月 8日 釧路工業高等専門学校FD講演会 [釧路工草高等専門学校】
ロ 泊四年12月 7日 札幌市立大学「海外研修旅行報告 【札幌市立大学]
ロ 回目年12月 4日 札幌学院大学総合研究所・ FDセンタ 合同シンポジウム
【札幌学院大学】
ロ 回目年 3月25日 平成21年度北海道内4高専連携による技術職員由SD研修会
【釧路工業高等専門学校]
ロ 2818年 3月24日 札幌市立大学FD研修会 【札幌市立大学】

































3 実施事業 (FDネットワーヲに関係のあるもの H20-H22) 






















































3 実施事業 (FDネットワーウに関係のあるもの H20-H22) 
。取組1 教育研究環境の基盤整備 (1/2)
- 帽，.堂習可E揮 シス子ム「アイアシス'.:ノト1這入 時田女堂 rH2131 &宮十女堂 rH21121 
* いわで情輯ハイウェイ由轄暗/-撞臨謹葺(]v全講)シス子ム白槽聾
" 2008年 (H20)ノーベル物理学貰畳貰者益川融英先生講漬を配信 仰21.6.13] 岩大→盛大&匿大
》岩手医科大学匡 歯 車学部合間特別講織を配信 [H21.6.10.10.2. 10.30， 11.13] 医大→岩大







3 実施事業 (FDネットワーウ!こ関係のあるもの .J:I_2Q_-り 2)
令取組1 教育研究環境の基盤整備 (2/2) I t. ~ 









「カ リキュラムブラニンゲJ(H21. 7. 17-18] 
へ連構校から参加 匿大←岩大&県大
》岩手大学主催由町合宿研修会「学士カの育成と問題 1 






》合同町合宿研修会 「学生とともに考える 『大学教育1J 








































* 嘩牛(J)抽園奉加型ブロワ主ウ ト(J)寧怖 uτ(J)S牛多担師
・岩手医科大学医学部 (3年他20名) r地織医療の実態圃壷 ~医療系大学の学生の視点から-J
・岩手県立大学社会福祉学部 (4年他5名) rSI日 (ステップ)J (発遺障害児への宣揖活動)
・岩手県立大学総合政策学部 (4年他5名) r大学生の参加による観光資源を活用した地械経済活性化の
ための研究J<-IBC三ユースエコー「岩手をほっとけないけコ ナで放映 [H21102幻









































































































































































































































































































































































































.. ・型 大牢41 .. 畠 ..41 .. 時a・
事.大，. .・・R宵膏兎・・・温センター ・z・・.FD~亀岡刷用.. 事慮22年4~
..大，. .宵・学生~・・・・."金.. ...・ヵ.... 事"2年4~
車左大事 高寄.宵圃蝿鍾温セン，- -回・・丞@a3t・・e指・摘aした大"，，1>専属22・4周
次s写a@s.，@EmR@.圃-阻崎博開・m 嗣.....セント問者割嗣幽 事"2年4~
干軍大掌 署値-掴噂セン，- 看健学・tw_徐岡利用.. 事慮22年4~
.阜大事 置牢樟宵圃蝿葡現セン，- .-宵袋伺剥... 事慮22・4周





























































本研修lま看盤師長等大学術院の審盤管理望者が 大学規携の絡磁性をおまえつつ看鐙管理主必要伝知複を修得し 体系的本管理佳カを高め 大学
規リ穫の看監の充実を圏るζとを自的として開悔しています.
0 認定看護師教育課程(乳がん看護)



































































E .. 植田四田恒皿・田~-明田園輔副園田曲四四回目阻四...... ー
4.今後の風盟



































'T，帽由".. ・帽..N". 句"助w..... ・舗.ndF. 齢.....綱舗縄問削...欄・.. 嗣岬同開創嶋
8・・，. ・M.......PhI臥....FAA刷。..n.ndPn:幅耐""ω・w・ofs.nD胞凪"'...・h岨・ofN"......ndHt岨愉8・園"
































































































mt I j tz，eFbZp下r ・FD事業(参加者数)
z∞ ~: ，~ : .テレビ会謹利用者艶(向担)
150V _ I • /' /' I ・ ・E
即時 醐時 lOlO年度 出 1年度
醐暗 瑚暗 即時 2011時
{注)2011年度は実施予定件数を吉む。 (j主)2011年度の重参加者数は8月末時点のものであり、点線箇所は予想数を表示。
(3-3)2010年度事業実績 {3-4)UC卜SDフォー ラム2010
聞傭月 内容 開催‘所 参加、量
6月 111回FD'51順修会 『努遺障害学生への主置を考える」 セミナ ルームB 4時
7月 草a2固s加m者-アsン珊ケ事ー会ト結『学果生町"置l添開撃力を斜・1主事力を伸ばすために』 " 43f. 
113回FD'51順修会 『車暗慣で聞指した綾材の掴介k括用のご業内」 . l時
8月 第い4て回tFD-es加順者修ア会ンケ『大ー学ト・結恒果期大副学首霞等瞥に斜お2ける敏育情報の公表につ . 切晩
9月第1回S珂制審会 『大学樟職員の基瞳知薗』 セミナ ルームA 4時
恒大同フォ ラム 「恒期大学のキャリア敬宵等について」 広板庁舎 37，名
量当医1




12月 soフォラム 「大学園員への期待 自律性~組踊カ」 生量学冒 73名
センター
12月 揖6a回e加m者-アSン珊ケ修ー会ト結『こ果れか曹らl添の書キ僑ャ39ア敏育」 文園也高吏配11意，_ 2時
lJ1揖7回FD.51珊修会 『箔遺障害学生宜橿と高大連倹』 セミナルームB 3略


























































































































































































テマ r，.きぬく力 を広 く々むために
調陣蝋11見之 L;.じたZる¢部氏
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""五~.1.ä.U:.)
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時二一
世・ 13.0曲 4日投智叩足 川電口""‘-千.
A叫~'1'1'_"畑山・ P附 剛院 』齢世 ・~;H'刷


















































2. FD. SDプログラム開発の企画 ・実施
<基本方針>
-教職員のプロフィール・ ニーズに応じて、柔軟な形態の FD.SDを企画・ 実施。
・集合研修にこだわらず、多様な方法と内容で実施。































































































































機構関連教職員を除く申込者:19名(教員 4名、職員 15名) (※2011.9.6時点)
(機構関連教職員を含めると、 +28名で 47名)
. r実践的 FDプログラムJID発行数(※2011.9.6現在)
学外個人 ID: 690 (JPFF会員校、非会員校合計)
学内個人 ID: 222 (教育開発推進機構、教育開発支援課教職員を含む)
大学事務局用 ID: 24 (※JPFF加盟校には、事務局用 IDを発行・配布しています)
-他大学発行ID内訳(ご参考)
総 ID発行数 :713 (上記学外個人用 ID690+立命を除く事務局用 ID23=713)
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・大学教育合同フォーラム in島根 2009 (講演形式)
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[ 愛媛大学 t.J 香川大学(教育企画室) J.._l(大学教育開発センター)
















































F大学 ¥ 匝圃 ・、
1 5 D情曙 I~一一「
川取宵方掴




















〉機討c;)キー ワー ド:質保鉦‘ FP、SP.紋.也働、ネ守ト
ワ-'1、九州
》敏員と聡員とc;)協力t:進iV7史学敏育稼普ぬ現場














Kyushu Learning Improvement Network for 





'L ¥ 。'LINKS =-
賛同根敏(ZOl.07現在いZ7大学、 5短大、品質問者


































































Z010年1O'1Z同 Q-Lab，CD Project 








Z010年10'lZ同 Q-Lab，CD Project 








Z010年10'lZ同 Q-Lab，CD Project 













~Vo l. 3. ZOlO年07周07日(水)九州大
大学ゲマ ~1k見Z触っ乞語ろう f
~Vo l. 4. ZOlO年仰向。Z8(木)九州大
組織をつくる、組織をうごく






















TI7 : 0-17 : 30'1ロージンヴ台叩ション
閉会挨拶
丸野俊一(九州大学理事・副学長)










喝情 z 薗鴎寧・民寧事~与..../(l( .・:lS..:.，.-tr..9-
τロ".，6'
TIZ: 30-IZ : 45オ-"lニンヴ台叩ション
閉会総拶
G.聞./(ーヴレー (画商学院大学長)


















同~ QLINKS ~ 
ZOl1年08目 Q-Lab，CD Project 












Q-Lab， CD project 2 







ZOl1年07'09同 Q-Lab，OD Project 













凶 -_ (0LINKS ~ 
ZOl1年1O'1Z同 Q-Lab，CD Project 
Q-Lab， CD (Curriculum Development) Project 3 
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272 
.これからの課題
》拠点の仕事の輔還とシステム化
・学肉、地域、全園、国際の業務をどう遅刻するか?
・不可欠の業務は何か?業務の恒常化・日常化は?
》拠点の人的・財政的基盤の確保
・特定予算、拠点予算、会貨の配分は?
.拠点としてのあるべき体制は?
》拠点の連携の今後
.ネットワー クのネットワー キングIま?
－ 273 －
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－ 276 －
－ 277 －

